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　酸性雨の原因となるSOx（硫黄酸化物）の排
出はほとんどなく、地球温暖化の原因といわれ
ているCO2（二酸化炭素）の排出量も少ないク
リーンなエネルギーです。 
　高効率のガス燃焼機器の使用で環境にやさし
い生活をいっそうエンジョイできます。 

LPガスはクリーンなエネルギー 
ご 存 じ で す か ？ 
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　ますますご清祥のこととおよろこび申しあげます。当社第73期中間期（平

成18年4月１日から平成18年9月30日まで）のご報告にあたり一言ご挨拶申

しあげます。 

　当中間期におけるわが国経済は、設備投資の活発化など好調な企業業績

に支えられ戦後最長のいざなぎ景気にならぶ息の長い回復期にあるものの、

私どもエネルギー業界にあっては、原油およびLPガス輸入価格が空前の

高値圏にあって原価高による利益減少圧力に苦闘する日々となりました。

加えて、業界間に垣根のない「複合エネルギー時代」とはいえ、ガス対電

気のつばぜりあいは激しさを増すばかりであり、個々の企業にとりまして

は、まさに生き残りをかけた大競争の真っ只中にあります。 

　サンリングループは、今後の10年、20年を見据えて、変革と競争に果敢に

立ち向かうため総合力の強化に努め、「エネルギーのベストミックス」を推

進するとともに生活者が求める「総合生活サービス」の提供など、消費者ニ

ーズを積極的に開発してまいります。サンリングループは、お客様に安心

してご選択いただける企業をめざして競争力のある体質を構築してまいり

ますので、なお一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 18 年 12 月

　●　社　　　名／サンリン株式会社 

　●　設　　　立／昭和９年12月19日 

　●　資　本　金／15億1,280万円 

　●　従 業 員 数／460名 （グループ人員　平成18年９月30日現在） 

　●　事業の内容／石油製品、LPガス、一般高圧ガスおよび住設機器の販売、煉炭・豆炭の製造販売 

　●　子　会　社／三鱗運送株式会社　ウロコ興業株式会社　富山サンリン株式会社 

　　　　　　　サンエネック株式会社　上伊那ガス燃料株式会社　サンリン松本石油株式会社 

　　　　　　　サンリンエネルギー商事株式会社 

　●　関 連 会 社／新潟サンリン株式会社　クエストパワー株式会社 

株主の皆さまへ 

会社の概要

代表取締役社長 

二　木　馨　三 



■営業成績の推移 ■業績 

　空前の原価高による販売価格の上昇、および営業

努力の効果もあり増収となりました。粗利益は仕入

価格の上昇に販売価格の値上げが追いつかず苦戦し

ましたが、粗利確保の不振がひびき経常利益の段階

まで減益となりました。この結果、売上高は、前年

同期比18.1％増の149億63百万円、経常利益は前年

同期比18.6％減の３億３百万円となりました。当期

純利益は１億76百万円と、前年の減損処理会計によ

る当期純損失５億99百万円から大幅改善いたしまし

た。 

 

＜営業成績および財産の状況の推移＞ 

営業の概況（連結）
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第72期（中） 

第69期（中） 第70期（中） 第71期（中） 

第72期中間 第73期中間（当期） 増減率 

売上高 

営業利益 

経常利益 

中間純利益 

1株当たり中間純利益 

純資産 

総資産 

自己資本比率 

 

12,669百万円 

340百万円 

372百万円 

△599百万円 

△48円97銭 

12,071百万円 

20,552百万円 

58.7％ 

14,963百万円 

240百万円 

303百万円 

176百万円 

14円39銭 

12,415百万円 

20,969百万円 

59.0％ 

 

18.1％ 

△29.3％ 

△18.6％ 

－ 

－ 

2.8％ 

2.0％ 

+0.3P 

 （注１）第73期中間の純資産の額については、改正後の中間連結財務諸表規則により 
　　　　表示しております。 
（注２）金額は百万円未満を切り捨てております。 
 

売上高（単位：億円） 

経常利益（単位：百万円） 

中間純利益（単位：百万円） 



営業の概況（連結）
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部　門　別 

合　　　計 

第72期中間 第73期中間（当期）  増減率 

数量 金額 構成比 数量 金額 構成比 数量 金額 

百万円 ％ 百万円 ％ ％ ％ 

70千S

34千t 

 

29百t 

 

6,184 

3,786 

1,528 

172 

998 

12,669 

 

48.8 

29.9 

12.1 

1.3 

7.9 

100.0 

 

75千S

34千t 

 

25百t 

 

7,688 

4,310 

1,604 

154 

1,205 

14,963 

 

51.4 

28.8 

10.7 

1.0 

8.1 

100.0 

 

6.6 

0.7 

 

△11.9 

 

24.3 

13.9 

5.0 

△10.5 

20.8 

18.1 

 （注）金額は百万円未満を切り捨てております。 

石 油 類  

L P ガ ス  

住設機器類等  

煉 炭 ・ 豆 炭  

一般高圧ガス他 

 

＜部門別営業状況＞ ■石油事業 

　車に関する技術力の向上、接客マナーおよびSS内

の美化等基本サービスの充実をはかるため、SS所長

の管理・指導力コンテストおよびSSスタッフのサー

ビス・技術コンテストを実施するなど、全社をあげ

てサービス力の向上に取り組んでおります。また、

当社の基本方針にも合致いたしております長野県が

定めた「価格表示認定」制度にはいち早く応募し、

県の認定店72店舗中当社グループ直営の認定店舗は

24店（平成18年10月４日現在）となっております。

当社グループのSSネットワークは前期末と同数の直

営30店舗、サブSS27店舗、合計57店舗と前期末と同数で推移しております。この結果、販売数量は前年同

期比6.6％増の75千s、売上高は前年同期比24.3％増の76億88百万円となりました。 

■LPガス事業 

　電化攻勢が強まるなか対抗策の一環として、熱効率の極めて高い給湯機器や厨房機器など顧客満足度の高

いガス機器を身近で体験していただけるよう移動展示車「ガス イズ ベスト号」２台を導入し、新規顧客の

開拓および販売数量の増大に努めました。「ガス イズ ベスト号」を活用した話法コンテストも実施し、お

客様にエネルギーのベストミックスを的確に理解していただける説明力の向上に努めました。引き続きコス

ト競争力強化と需要拡大に対応できるようバルク供給化を推進し、９月末までの累計では7,280基、供給件

数では２万６百戸となり、販売数量では民生用ガス販売数量の65％を占めるまでとなりました。保有するバ

ルクローリーは23台となっております。また、「CSキャンペーン2006」を実施し販売店と一体となった需要

促進活動を展開いたしております。この結果、販売数量は前年同期比0.7％増の34千ｔと微増にとどまりまし

たが、売上高は13.9％増の43億10百万円となりました。 

■住設機器類等 

　近年オール電化への関心も高まっておりますが、一方では地球環境問題からCO2の発生が少ないLPガス

の特性を生かした本物志向の生活スタイルへの関心も高まり、高効率・高機能型機器への需要が増加してお

ります。本物志向のお客様が安心して相談できる会社を目指し、当社では社員の研修、教育には特に力を入

れ、技術力とサービスの向上に地道に努めております。この結果、売上高は前年同期比5.0％増の16億４百

万円となりました。 

 



■煉炭・豆炭 

　生活形態の変化に伴いマーケットの縮小が続くな

か、当社は、生産コストの低減をはかりながら販売

シェア拡大に努めておりますが、当期は他社の攻勢

もあり販売数量は前年同期比11.9％減の2千5百t、

売上高は10.5％減の1億54百万円となりました。 

■一般高圧ガス他 

　医療用・工業用ガスには引き続き積極的に取り組

んでおります。また、工事部門の完工成果も加わり、

売上高は前年同期比20.7％増の12億5百万円となり

ました。 

営業の概況（連結） 中間決算の状況（連結）
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　1998年の長野冬季オリンピックオフィシャルカー
への燃料供給のために当社が開設した長野県下第１
号の圧縮天然ガス（CNG）のオートスタンドです。
路線バスや官公庁・企業の車両等に活用範囲が拡大
しています。 
　LPガスは、ほとんどのタクシーに燃料として使
用されています。またCO2の少ない燃料ですので市
街地をこまめに活動する宅配車両に最適とされ、利
用が拡大しています。（エコステーション・オート
スタンドの所在地はP.14をご参照ください） 
 

サンリンのエコステーション・オートスタンド 
ご 存 じ で す か ？ 

◆中間連結貸借対照表
（平成18年9月30日現在） 

 
（単位：百万円） 

　（資　産　の　部） 

流　　　動　　　資　　　産 

現 金 及 び 預 金  

受 取 手 形 及 び 売 掛 金  

た な 卸 資 産  

繰 延 税 金 資 産  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

固　　　定　　　資　　　産 

有　形　固　定　資　産 

建 物 及 び 構 築 物  

機 械 装 置 及 び 運 搬 具  

土 地  

そ の 他  

無　形　固　定　資　産 

投 資 そ の 他 の 資 産  

投 資 有 価 証 券  

差 入 保 証 金  

繰 延 税 金 資 産  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

資　　産　　合　　計 

科　　　　　目 金　　額 

8,573 

3,445 

3,144 

1,814 

120 

60 

△12 

12,395 

9,043 

1,915 

793 

5,837 

497 

135 

3,216 

2,495 

462 

137 

205 

△83 

20,969 

 （注）金額は百万円未満を切り捨てております。 



中間決算の状況（連結）

6

◆中間連結貸借対照表
（平成18年9月30日現在） 

 
（単位：百万円） 

　（負　債　の　部） 

流　　　動　　　負　　　債 

支 払 手 形 及 び 買 掛 金  

短 　 期 　 借 　 入 　 金  

１年内返済予定長期借入金 

未　払　法　人　税　等  

賞 　 与 　 引 　 当 　 金  

役　員　賞　与　引　当　金 

工　事　損　失　引　当　金 

そ 　 の 　 他  

固　　　定　　　負　　　債 

長 　 期 　 借 　 入 　 金  

退　職　給　付　引　当　金 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金  

関係会社事業損失引当金  

そ 　 の 　 他  

負 　 　 債 　 　 合 　 　 計  

　　（純 資 産 の 部 ） 

株　　　主　　　資　　　本 

資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

自 己 株 式  

評 価 ・ 換 算 差 額 等  

その他有価証券評価差額金 

少　数　株　主　持　分  

純　　資　　産　　合　　計 

負　債　純　資　産　合　計 

 

科　　　　　目 金　　額 

6,863 

2,670 

2,946 

514 

77 

178 

15 

16 

444 

1,690 

456 

759 

175 

122 

176 

8,554 

 

11,967 

1,512 

1,246 

9,244 

△37 

398 

398 

49 

12,415 

20,969 

 （注）金額は百万円未満を切り捨てております。 

◆中間連結損益計算書
（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで） 

 
（単位：百万円） 

売 　 上 　 高  

売 　 上 　 原 　 価  

売 上 総 利 益  

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  

営 　 　 業 　 　 利 　 　 益  

営 　 業 　 外 　 収 　 益  

営 　 業 　 外 　 費 　 用  

経 　 　 常 　 　 利 　 　 益  

特 　 　 別 　 　 利 　 　 益  

特 　 　 別 　 　 損 　 　 失  

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益  

法人税、住民税及び事業税  

還 　 付 　 法 　 人 　 税 　 等  

法　人　税　等　調　整　額 

少 　 数 　 株 　 主 　 利 　 益  

中 　 間 　 純 　 利 　 益  

 

科　　　　　　目 金　　額 

14,963 

11,980 

2,987 

2,741 

240 

92 

30 

303 

9 

56 

256 

82 

△42 

40 

△0 

176 

 
（注）金額は百万円未満を切り捨てております。 



中間決算の状況（連結）
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◆中間連結株主資本等変動計算書
（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで）　　　　　　　 

 
（単位：百万円） 

株　　　主　　　資　　　本 

資 本 金 自己株式 資　　本 
剰 余 金  

利　　益 
剰 余 金  
 

株主資本 
合　　計 
 
 

少数株主 

持　　分 

 

 

純 資 産  

合　　計 

 

 

 

評 価 ・  
換　　算 
差 額 等  
 
 1,512 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

1,512 

 

1,246 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

1,246 

 

9,276 

 

△184 

△22 

176 

 

 

 

 

△31 

9,244 

 

△36 

 

 

 

 

△1 

0 

 

 

△0 

△37 

 

11,999 

 

△184 

△22 

176 

△1 

0 

 

 

△32 

11,967 

 

428 

 

 

 

 

 

 

△30 

△30 

398 

 

51 

 

 

 

 

 

 

△1 

△1 

49 

 

12,479 

 

△184 

△22 

176 

△1 

0 

△32 

△64 

12,415 

 
（注）金額は百万円未満を切り捨てております。 

平 成 18 年 3 月 31 日 残 高  

中間連結会計期間中の変動額 

剰 余 金 の 配 当  

利益処分による役員賞与の支払 

中 間 純 利 益  

自 己 株 式 の 取 得  

自 己 株 式 の 処 分  

株主資本以外の項目の中間連結

会計期間中の変動額（純額） 

中間連結会計期間中の変動額合計 

平 成 18 年 9 月 30 日 残 高  

環境保全活動への取り組み 
　1994年に中国北京市のLPガス会社がボンベの再検
査会社をサンリンの指導で設立しました。これが社
名の由来です。 
　現在も技術交 
流が続いていま 
す。 
 

北京三鱗鋼瓶検測検修有限公司とは 
ひ と 口 メ モ 

　サンリンにとって環境保全活動は、エネルギー事業者
として当然の責務
との経営理念から、
環境 ISO1 4 0 0 1  
に基づいて、汚染
の予防、事故の防
止と、システムの
継続的な改善に積
極的に取り組んで
おります。 
 



中間決算の状況（連結）
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◆中間キャッシュ・フロー計算書
（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで） 

 
（単位：百万円） 

Ⅰ .営業活動によるキャッシュ・フロー  

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益  

減 価 償 却 費  

減 損 損 失  

引 当 金 の 純 減 少 額  

売 上 債 権 の 減 少 額  

た な 卸 資 産 の 増 加 額  

仕 入 債 務 の 増 加 額  

そ の 他  

　 小 計 　  

利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額  

利 息 の 支 払 額  

法 人 税 等 の 支 払 額  

Ⅱ .投資活動によるキャッシュ・フロー  

定 期 預 金 の 純 減 少 額  

有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出  

無 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出  

そ の 他  

Ⅲ .財務活動によるキャッシュ・フロー  

短 期 借 入 金 の 純 減 少 額  

長 期 借 入 れ に よ る 収 入  

長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出  

親 会 社 に よ る 配 当 金 の 支 払 額  

自 己 株 式 の 売 却 に よ る 収 入  

そ の 他  

Ⅳ . 現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 減 少 額  

Ⅴ . 現 金 及 び 現 金 同 等 物 期 首 残 高  

Ⅵ . 現 金 及 び 現 金 同 等 物 中 間 期 末 残 高  

 

科　　　　　　　　　目 金　　　　額 

1,099 

256 

274 

53 

△131 

1,108 

△300 

119 

△16 

1,363 

46 

△16 

△294 

179 

350 

△173 

△4 

7 

△1,243 

△772 

0 

△283 

△184 

0 

△1 

35 

1,009 

1,044 

 （注）金額は百万円未満を切り捨てております。 



（単位：百万円） 

　（資　産　の　部） 

流 　 　 動 　 　 資 　 　 産  

現　金　及　び　預　金  

受 　 取 　 手 　 形  

売 　 掛 　 金  

た 　 な 　 卸 　 資 　 産  

繰　延　税　金　資　産  

そ 　 の 　 他  

貸 　 倒 　 引 　 当 　 金  

固 　 　 定 　 　 資 　 　 産  

有 　 形 　 固 　 定 　 資 　 産  

建 物  

土 　 地  

そ 　 の 　 他  

無 　 形 　 固 　 定 　 資 　 産  

投 資 そ の 他 の 資 産  

投　資　有　価　証　券  

関　係　会　社　株　式  

繰　延　税　金　資　産  

そ 　 の 　 他  

貸 　 倒 　 引 　 当 　 金  

資 　 　 産 　 　 合 　 　 計  

 

科　　　　　目 金　　額 

 

7,405 

3,059 

338 

2,386 

1,487 

78 

60 

△4 

11,650 

7,776 

1,472 

4,904 

1,399 

121 

3,752 

1,608 

1,506 

120 

600 

△83 

19,056 

 

◆中間貸借対照表
（平成18年９月30日現在） 

 

（注）金額は百万円未満を切り捨てております。 

（注）金額は百万円未満を切り捨てております。 

中間決算の状況（個別）
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◆中間貸借対照表 
（平成18年９月30日現在） （単位：百万円） 

　 （ 負 債 の 部 ） 　  

流　　動　　負　　債 

支 　 払 　 手 　 形  

買 　 掛 　 金  

短 　 期 　 借 　 入 　 金  

１年内返済予定長期借入金 

未　払　法　人　税　等  

賞 　 与 　 引 　 当 　 金  

役　員　賞　与　引　当　金 

そ 　 の 　 他  

固　　定　　負　　債 

長 　 期 　 借 　 入 　 金  

退　職　給　付　引　当　金 

役 員 退 職 慰 労 引 当 金  

そ 　 の 　 他  

負 　 　 債 　 　 合 　 　 計  

　 （ 純 資 産 の 部 ） 　  

株　　主　　資　　本 

資 　 本 　 金  

資 　 本 　 剰 　 余 　 金  

資 　 本 　 準 　 備 　 金  

そ の 他 資 本 剰 余 金  

利 　 益 　 剰 　 余 　 金  

そ の 他 利 益 剰 余 金  

固定資産圧縮積立金  

別　途　積　立　金  

繰 越 利 益 剰 余 金  

自 　 己 　 株 　 式  

評 価 ・ 換 算 差 額 等  

その他有価証券評価差額金 

純　　資　　産　　合　　計 

負　債　純　資　産　合　計 

 

科　　　　　目 金　　額 

5,818 

724 

1,511 

2,616 

439 

67 

139 

11 

308 

1,334 

324 

604 

158 

246 

7,152 

 

11,522 

1,512 

1,246 

379 

867 

8,767 

8,471 

101 

8,370 

295 

△4 

381 

381 

11,903 

19,056 

 



◆中間損益計算書
（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで） 

 
（単位：百万円） 

売 　 上 　 高  

売 　 上 　 原 　 価  

売 上 総 利 益  

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費  

営 　 　 業 　 　 利 　 　 益  

営 　 業 　 外 　 収 　 益  

営 　 業 　 外 　 費 　 用  

経 　 　 常 　 　 利 　 　 益  

特 　 　 別 　 　 利 　 　 益  

特 　 　 別 　 　 損 　 　 失  

税 引 前 中 間 純 利 益  

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  

還 　 付 　 法 　 人 　 税 　 等  

法 　 人 　 税 　 等 　 調 　 整 　 額  

中 　 間 　 純 　 利 　 益  

 

科　　　　　　　　　　　　　目 金　　額 

13,291 

10,581 

2,709 

2,476 

233 

162 

24 

371 

1 

52 

320 

72 

△42 

70 

220 

 

（注）金額は百万円未満を切り捨てております。 

（注）金額は百万円未満を切り捨てております。 

中間決算の状況（個別）

10

◆中間株主資本等変動計算書
（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで）　　　　　　　 

 
（単位：百万円） 

株　　　主　　　資　　　本 

資 本 金 自己株式 資本剰余金 利益剰余金計 
 

株主資本合計 
 
 

純 資 産  
合　　計 
 
 
 

評価・換算 
差　額　等 

 
 11,913 

 

△184 

△18 

－ 

－ 

220 

△1 

0 

△27 

△10 

11,903 

 

408 

 

 

 

 

 

 

 

 

△27 

△27 

381 

 

11,505 

 

△184 

△18 

－ 

－ 

220 

△1 

0 

 

17 

11,522 

 

△3 

 

 

 

 

 

 

△1 

0 

 

△0 

△4 

 

8,749 

 

△184 

△18 

－ 

－ 

220 

 

 

 

17 

8,767 

 

1,246 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

1,246 

 

1,512 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 

1,512 

 

平 成 18 年 3 月 31 日 残 高  

中 間 会 計 期 間 中 の 変 動 額  

剰 余 金 の 配 当  

利益処分による役員賞与の支払 

圧 縮 積 立 金 の 取 崩  

別 途 積 立 金 の 取 崩  

中 間 純 利 益  

自 己 株 式 の 取 得  

自 己 株 式 の 処 分  

株主資本以外の項目の中間会計期間中の変動額（純額） 

中間会計期間中の変動額合計 

平 成 18 年 9 月 30 日 残 高  



《トピックス》
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◆長野県ガソリン等価格表示認定制度（18年７月） 

　当社の販売方針に合致したガソリン・軽油・灯油に関わる「長野県価格表示認定制

度」にはいち早く応募し、当社グループの認定数は24店舗と県認定済み72店舗（平成

18年10月4日現在）の1/3を占めております。当社グループは今後も適切な情報開示に

努め、消費者の信頼に応えていきます。 

 

◆LPガス保安システム・バルク供給システムの推進

◆SSのサービス向上施策

はい！セーフ24s

▲バルク貯槽とバルクローリー 

◆認定対象消費者割合70％基準を堅持（18年９月末現在） 

　新規のお客様が増加しているのにもかかわらず、サンリンLPガスの高度

な安全・安心度を示す「販売事業者認定制度」の到達レベルは70.5％と、認

定基準堅持に日々尽力しております。 

◆LPガスバルク供給システムの拡充（18年９月末現在） 

　バルク貯槽によるガス供

給は、平成10年度国より本

格実施が認められました。 

　サンリングループのバル

ク貯槽設置は7,280基、バル

クローリーは23台と、着実

な推進に努めています。 

 

◆デモ車「ガス イズ ベスト号」2台導入（18年４月） 

　熱効率が極めて高い給湯機器・厨房機器など省エネ、少CO2の最新式ガ

ス機器を身近で体験していただけます。 

　皆様のお宅までおじゃまいたします。 

 

 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0

H11.3 H13.3 H15.3 H17.3 H18.3

7,280

H18.9

バルク貯槽設置累計推移 



 

◆キーワードは「エネルギーのベストミックス」　 

1. バルク供給でより安価なサンリンLPガス 

2. LPガスの機能性・利便性 

　今、高効率のLPガス機器が評判です。もちろん

イニシャルコストは電化機器よりお値うちです。 

　LPガス機器は次のようにご利用いただけます。 

3. 優れたエネルギーLPガス（少ないCO2排出量） 

 

《トピックス》
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コンテストで 
奮闘する女性スタッフs 
 

社
外
の
皆
様
方
に
真
剣
に
審
査
し
て 

い
た
だ
き
ま
し
た 

 

4. 災害に強いLPガス（安全・安心） 

　平成16年10月の新潟県中越地震でも、災害時の迅

速な復旧が証明されました。また、「はい！セーフ

24」も活躍しました。 

◆サンリンLPガスがお客さまに選択される4つの条件

◆SSマネジメント・フォアコートサービス

　コンテストの実施（18年8・9月） 

　SSのサービス力をさらに充実させていきます。 

 

 

話法コンテストで 
デモ車を活用して 
最新式ガス機器を 
説明する選手 

▼
 



■株式状況（平成18年９月30日現在） 
　　会社が発行する株式の総数　　40,000千株 

　　発 行 済 み 株 式 の 総 数　　12,300千株 

　　１ 単 元 の 株 式 の 数　　　1,000株 

　　株　　　　 主　　　　 数　　　654名 

■大株主 

■役　員（平成18年９月30日現在）

決　　算　　期　　毎年３月31日 

定時株主総会　　毎年６月開催 

配　　当　　金　　毎年３月31日（ただし、中間配当を行う場合

　　　　　　　　　は９月30日） 

株主名簿管理人　　東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 

　　　　　　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社 

事務取扱場所　　東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 

　　　　　　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部 

連絡先・送付先　　〒171-8508 

　　　　　　　　　東京都豊島区西池袋一丁目７番７号 

　　　　　　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部 

　　　　　　　　　TEL　0120-707-696（フリーダイヤル） 

取　　次　　所　　三菱UFJ信託銀行株式会社 

　　　　　　　　　全国各支店 

　　　　　　　　　野村證券株式会社　全国本支店 

決算公告掲載　 「有価証券報告書」にかえさせていただきます。 

その他の公告掲載　　下記の当社ホームページによる電子公告とさ

　　　　　　　　　せていただきます。 

　　　　　　　　　http://www.sanrinkk.co.jp/ 

株式の状況・会社役員
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株　　主　　名 持株数（千株） 出資比率（％） 

1,676 

614 

580 

512 

500 

366 

346 

331 

323 

297

13.63 

5.00 

4.72 

4.16 

4.07 

2.98 

2.81 

2.70 

2.63 

2.42

代表取締役社長 

代表取締役専務 

常 務 取 締 役  

常 務 取 締 役  

常 務 取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

常 勤 監 査 役  

常 勤 監 査 役  

監 査 役  

監 査 役  

 

二　木　馨　三 

柳　澤　勝　久 

曽根原　充　夫 

中　村　勝　彦 

岡　村　時　則 

田　島　　　直 

川　窪　磯　男 

小　川　　　廣 

大　槻　清　人 

山　崎　貞　男 

寺　澤　久　水 

田　島　晃　平 

一　志　　　裕 

田　中　賢　治 

湯　口　昌　彦 

神　澤　正　哲 

 

①当社の配当金は、お取引銀行口座への直接入金方法をご利用

　いただきますと、迅速、確実にお受取りになれます。 

②住所変更、配当金振込指定・変更、単元未満株式買取請求に

　必要な各用紙、および株式の相続手続依頼書のご請求は、フ

　リーダイヤル0120-864-490で24時間承っておりますので、ご

　利用ください。 

　三菱UFJ信託銀行のホームページhttp://www.tr.mufg.jp/ 

　daikou/でも受付けております。 

③単元未満株式の買取・買増制度のご利用について 

　当社は、単元未満株式ご所有の皆さまのご便宜をはかるため、

　単元未満株式の買取・買増制度を実施しております。 

　本件手続は、株主名簿管理人が行いますので、具体的手続き

　やお問い合わせは、三菱UFJ信託銀行宛にお願い申しあげま

　す。 

　なお、買取請求は、３月31日および９月30日のそれぞれ12営

　業日前から当日までの期間はお取扱いができませんので、ご

　留意ください。 

 

ご 案 内  

株 式 会 社 ミ ツ ウ ロ コ  

等 々 力 正 敏  

株 式 会 社 八 十 二 銀 行  

リ ン ナ イ 株 式 会 社  

東燃ゼネラル石油株式会社 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 
須 澤 　 孝 雄  

曽 根 原 　 充 　 夫  

曽 根 原 　 か つ 江  

株 式 会 社 ヤ マ キ  

株主メモ



ネットワーク
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本 社
中 信 卸 支 店
北 信 卸 支 店
飯 田 支 店
上 伊 那 支 店
イ ナ ガ ス 支 店
諏 訪 支 店
塩 尻 支 店
松 本 支 店
安 曇 野 支 店
大 北 支 店
白 馬 支 店
長 野 支 店
篠 ノ 井 支 店
中 野 支 店
上 田 支 店
小 諸 支 店
佐 久 支 店
直 江 津 工 場
穂 高 支 店
モ ン ヴ ェ ー ル

東筑摩郡山形村字下本郷4082-3 
東筑摩郡山形村字下本郷4082-5 
長野市北長池山王南沖2003-9 
飯 田 市 座 光 寺 6 6 2 8 - 2 3 0  
駒 ヶ 根 市 赤 穂 1 4 - 1 5  
伊 那 市 福 島 2 7 5  
茅 野 市 ち の 字 古 川 1 8 8 - 1  
塩 尻 市広丘野村角前 1 8 4 3  
松 本 市大手 1 丁目 7 番 1 2 号  
安 曇 野 市 豊 科 高 家 5 2 1 1  
北安曇郡松川村東川原5723  
北安曇郡白馬村神城川原24198 
長 野 市 鶴 賀 緑 町 1 0 2 4 - 3  
長野市篠ノ井岡田西中条457-1 
中 野 市 新 井 若 宮 境 3 3 6  
上 田市林之郷字上川原 5 6 8  
小諸市御影新田字釜神1519-1 
佐 久 市 北 川 字 原 6 4 0 - 9  
上 越 市 春 日 新 田 4 - 3 - 5  
安 曇 野 市 穂 高 牧 1 7 6 - 9  
塩 尻 市 広 丘 吉 田 3 9 4 - 2  

※ 

 

※ 

※ 

※ 

 

 

※ 

※ 

 

 

 

※ 

※ 

 

※ 

◆富山サンリン株式会社

◆サンリン松本石油㈱

◆ウロコ興業㈱

運動 公 園 通 り 給 油 所
座 光 寺 給 油 所
伊 那 松 島 給 油 所
塩 尻 給 油 所
高 出 給 油 所
広 丘 給 油 所
平 田 給 油 所
本 町 給 油 所
南 松 本 給 油 所
松 本 中 央 給 油 所
神 林 給 油 所
松 本 イ ン タ ー 給 油 所
豊 科 給 油 所
あ ず み 野 給 油 所
長 野 給 油 所
長 野 イ ン タ ー 給 油 所
新 若 槻 給 油 所
真 島 給 油 所
安 茂 里 給 油 所
旭 ヶ 丘 給 油 所
黒 姫 給 油 所
上 田 中 央 給 油 所
軽 井 沢 給 油 所
佐 久 イ ン タ ー 給 油 所
戸 倉 オ ー ト ガ ス
長野エコステーション

飯 田 市 三 日 市 場 3 3 9 - 1  
飯 田 市 座 光 寺 4 1 2 8  
上伊那郡箕輪町中箕輪8740  
塩 尻 市 桟 敷 字 原 3 0 1  
塩尻市大字広丘高出字西村1834-1 
塩尻市大字広丘野村字新田浦1734-1 
松 本 市 平 田 東 3 - 1 5 - 5  
松 本 市 中 央 1 - 2 2 - 1 0  
松 本 市 並 柳 1 - 4 - 4  
松 本 市 鎌 田 1 - 3 - 1 2  
松本市大字神林字十三塚2905-2 
松 本 市 島 立 1 0 8 0 - 8  
安曇野市豊科南穂高61 6 - 1  
安 曇 野 市 穂 高 9 7 1 - 4  
長 野 市 南 長 池 屋 敷 5 4 3  
長野市篠ノ井西寺尾2317 -2  
長 野 市 田 中 1 2 8 3 - 1  
長野市真島町真島字北村西沖1589 
長 野 市 差 出 南 3 - 7 4 5 8 - 1  
須 坂 市 小 河 原 3 3 3 7 - 1  
上水内郡信濃町大字古間878-2 
上 田 市 林 之 郷 5 7 9 - 2  
北佐久郡軽井沢町長倉4626-1 
佐久市大字岩村田3 6 2 8 - 2  
千 曲 市 上 徳 間 十 夜 河 5 0 3  
長 野 市 鶴 賀 緑 町 1 0 2 4 - 3  
 

本 社
婦 中 給 油 所
富 山 オ ー ト ガ ス

松 本 南 給 油 所
清 水 給 油 所
ウエルカムステーション
松 本 イ ン タ ー 給 油 所
豊 科 イ ン タ ー 給 油 所

本 社
長 野 支 店
安 曇 野 支 店
伊 那 支 店

富山県富山市婦中町萩島3251-1 
富山県富山市婦中町萩島2623-1 
富山県富山市婦中町萩島3251-1 
 
 
松 本 市 双 葉 2 0 - 1 2  
松 本 市 清 水 1 - 1 0 - 1 0  
松 本 市 芳 川 小 屋 2 9 - 1  
松 本 市 島 立 2 1 0 9 - 1  
安曇野市豊科南穂高14 8 - 8  
 
 
松 本 市 大 手 1 － 7 － 1 2  
長 野 市 鶴 賀 緑 町 1 0 2 4 － 3  
安 曇 野 市 豊 科 高 家 5 2 1 1  
伊 那 市 福 島 2 7 5

※印　オートガススタンド併設 
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◆サンリン株式会社



SANRIN CO., LTD.
http://www.sanrinkk.co.jp/

証券コード：7486

この報告書は、 
環境に優しい大 
豆油インクを使 
用して印刷して 
います。 
 
 
 
古紙配合率100％再生紙を使用 


